
カ治し ゃ カ当いけ

であるが，その後は :1'， 117Jの低 |ごによる時期的な1:'tJliの遊1(:1 ， 型転引定数その他の必要 i)[J点を記入したもので，単に解結通知書

および輸送の市/，1、がサーピスの l匂ヒに I"J' 、てきたこと等により とも称せられている。

五lUfl効率はわずかながら低 卜の傾向を示した。しかし ， 31 年比 災地解結通知占は列車来務員が 1:'1 己の取扱う列車の組成内容

には:I'， nの激j仰と輸送力のJ1Vf 'Jñ tに伴ない輸送能率も JI~ il~(I(J tこ J\~J ~を知l ることができるばかりでなく ， 梁務員が組立駅間の中間に

ま ったので， 是正川効率も 29.3% となり，戦後の:!& J:' :Î を示した。 介{Lする各駅のjf結 と 解放を ， このi通知書に指定されているよ

このように戦後の見ßHJ効率は戦前に比較して，きわめて (l~(立 うに実施するこ ととなるので、ある。

にあることが桁怖されるのであるが，これは戦後の1宮本の I亘l伝 さらによの貨JI [ fíYf紡巡知内は市Ll立以間の貨Ilïの輸送突歓を示

ヰ'が lilX ljíj の水準をはるカ‘に卜 1'; 1 っていること，すなわちiや11の すものであるか ら， これによ って }'(ill愉送実絞報告 (ケスホと

川似II!W1If);j臥 lìîJにくらべていちじ るしく延ftJ l していることを示 いう)を作成する場合の資料とな ってい る。したが っ て中間駅

すも のである。 における貨車解結の実的が組立以で指示した内容と奥な った場

}'t Jli の川伝11寺 n刊をたイヲし巡 JI J 効率を決定する最大の主~ I羽とし 合には，*務員は正確にその内容の訂正を行わなければならな

て，貨物の 1 l 苧 l勾愉送キロの延仲と，労働基準法の規制jにもと いのである。

づく 1 ) 1[ 3ド j~J 氏 -Iji 伴侶時IHIの延長とが考えられる 。 貨物の I なお従米はJ l1阿解結Il i掌報告~Hを使用して貨物列車お よ び貨

t 平均輸送キロの延 ('1 'に{半ない ， 必然的にt'í: "II の 1 ) 11平 J6J走1i jl1キロ 統計を作成していたのであるが， 昭和 30 ・ 7 ・ l か らこの

キロが延び， したがって走行時間はもちろん愉送途中におレて 車両解結Jlï掌報告識を廃止し ， }~ llï解紡通告i1 i~tの現車内訳側に

'1コ継にかかる IJlI数がJ竹加す るため， 総休の中継時間もおおむね 小口貨物配tll1およびJjï扱貨物般車の 21酬を新たに追加し ， 他の

これに比例して延びた。 このよ うに 1 t 平均輸送キロの貨車回 一部隊式を改め，これに よ って貨物列車および貨111 キ ロ 統計を

転時間におよほす彪轡はきわめて大きいのであって ， 1:'Uliの巡 r作F刊!成武する ζ ととなり札， 統宮計十報告作成の総合調苦捻在がはかられた。

f刑f目'Jl有刻効ど討劫J):率容の J挑i佐t移をみる j場幼合には， これと|限関具刻|足辺連rr して 1 t 平珍均j片車紛由送キ ('す脊i

ロの傾!凶向占均1 1.1が;(1例1 せて検討されなけjれL(ばまならないゆえんてで、あ る。 11附i可出{日i かし や きゆうベつAぶ〈んるい 貨車級別分類 j貨迂耳車iの仕立検査

和 11 年 j度芝以降の 1 t 平均輸送キ ロの悦移をみるとつぎのとおり および一般検査の期限は， 貨車の種類によって差異を設けてぬi

で，巡Jlli<J) 事の抑 移と対比していちじるしい対照をなしている。 t'î: J li 級日11 分 fJi 表

uc 次 (il附 11 12 13 1,] 15 16 17 

1 t 平均 1 167.0 177.7 185.6 192.4 191.8 196.9 214.8 +品送 ι，\':. t.J I 

主 J、 誕百f.1l 18 19 20 21 22 23 24 

] l 平均
240.2 256.0 233.0 209.2 206.5 207.9 234.3 怜送;\" t= 

W ;); I…262728 2930 31 1 
1 t 平 j~J
輸送ベロ 245 . 5 2']6.2 257.0 257.4 255.4 265.6 271.4 

また労働基準法の制定施行は時間外労働を規制l し ， とくに夜

間荷役に対する 1"1)約が強く ， 夜間荷役をすれ ばその日のうちに

発送されるはずの貨車が翌日回し となること等Jこより ， 貨車の

!亭留時間に~大の影釘:を与えるものである。

このように戦後にお・ける巡用効率の低下は， 主として貨物納

送形態の変化 と， 法的規制による他動的な要因にもとづいて招

米されたものであるのに， この:巡用効率の{低下がそのまま 貨車

の能率の低下と して観察せられがちでめる。こj， lは 1 t 平均輸

送キロの延伸という要因を見諒しているものにほかならなL 、。

運用効率におけるこのような矛盾は五IUTi効率のも つ l つの久

|泊であって輸送条件の変化が何ら修正することなくそのまま Irr]

ー の条件として比較される という算式の不卜分である木質にも

とづくものである 3

貨物輸送の内:Gii 社会的経済的諸条件の変化に伴ないl斬次変

形するものであって，長年月 の問にはかな り大きな変化 も避け

られないものて'め る 。 し たがって五11用効率はきわめて短問問に

おけるí'(Ifi_の能率を見る i場合の尺度としては便利であるが， 長

!~WJな制点になつかまり貨車回転率の尺度とはなり得ても，貨

j l i の íìËif'を比較するための弘司主としては必ずしも十分な条件立

備えたものとはL 火、がた L 、。(回付英司)

かし e かいけつつう ち し ょ 貨車解結通知書 組立駅におい

て貨物列1f1および混合ýl]1lïの組成を完了したj誌合，その3i1J"jJ.が

巡転のために必必な ";I \J式上の繭!I El IJ.須を車掌;およ び後以1 :1:に述

知lす る通知書であって，列" 11に連結されている貨Jl i の換算問数

)!ll i II数車引(けんいん) 1を ' 1; の総後民間数およびlJi.半数， つ

まの制I立以までの中間以で 1 )' う解政 または迎結JI1数，俄l制司Eの

級別 形 式

A 級|

新製後第 1 回の一般倹査を施仔しないw車 ( 01; ギ ー 有議
ìII ・ 有能緩急車 ・ 冷隊司王 ・ 隊配'l III ・ 活魚 III ・ ポギ ー 無主主

JI1 ・ 土 J!Ii 可i (~jli転倒式) ・ ホ y ハ ヰ1 (砂利散布 Ifll ・ 市掌

Iill および~かき Jli . 臨}速性能を有する 2 ~油IIIを除く)

ワ 10000 ・ 22000 ワム 1900 ・ 2000 . 20000 ・ 21 000 ・ 23000

・ 500∞ テ 1∞0 テム 100 ワキ 700 ツ 2500 ツム l タ

メク市(払有}~*を含む)ただし開発 ;'111 およひ;ill!~専用車
B 級 | にかきる ミム 100 ト 1 ・ 20000 トム 39000 I ラ 4000 ・
! 5000 トムフ l リ 1 ・ 390 ・ 400 ・ 1800 ・ 1 900 ・ 2000 ・ 2050
1 ・ 2 100 ・ 2200 ・ 2500 リム 1 ・ 300 セム 4000 ・ 4 500 ・ 8000

| セキ 1000 ・ 3000 ・ 4000 セムフ 700 ポ 100 コ 1 ・ 10

| 叩100 . 21400 . 50∞o ワム 1 ・ 3500 ヮフ 21000 . 22∞o 
• 23200 ・ 24000 . 25000 . 28000 ・ 29000λ ム 1 . 4;;00 ク

ム l ハ 1 00 タンク耶(弘有1't半を合 t，)ただし剖i発刊IIt;

よひ ill!矧専用 'I í を除く i 1 . 10 ・ 1 ïO ・ 200 ・ 2'10 ・ 250 ・

C 松 l

300 . 3:;0 ・ 500 ・ 600 ム 1 ‘ヲ 1 0 、キ 1 . 20 トム

5000 ・ 11000 . 1 9000 ・ 50000 トラ 1 ・ 3500 ・ 6000 ・ 20000

.23008 ト \' 10 ・ 900 ・ I S000 ・ 66000 七ム 1 ・ 3 1 40 ・ 3700

・ 3750 ・ 3900 . 0000 ヒ\"600 セムフ 1 ・ 1000 ヒサフ 1

ヲー1'- 800 ・ 1 000 ・ 1 500 ・ 2500 ・ 2600 ・ 3000 田 4000 '/み 5 ・

30 ・ 40 ・ 60 ・ 80 ・ 1 00 ヒ 1 ・ 100 ・ 1 80 ・ 200 ・ 300 ・ 400

ソ 1 ・ 20 ・ 30 ・ 50 ・ 100 その他A ・ B ・ D . E絞に該当し

ない貨耶および特使間 );'(.'Ii全部
ト一寸一一一一一一一一一一 ー ー

ワ l ワム 90000 ワキ l ・ 1 000 ワ フ 600 ・ 2900 ・ 3300 ・

6500 . �OO ワムフ 1 ・ 100 テ 1 . 1 0 ・ 600 ・ 900 テム l

テヰ l テフ ] レ 2300 ・ 2500 ・ 2900 ・ 5000 ・ 6000 ・ 7000 ・

D 絞 1 1 0000 ・ 12000 ν サ l レキ 1 .;; 4000 ツム 1∞0 カ 1500
. ~OOO ・ 3000 '~:300 トム 1 ・ .1 500 ・ 13000 ・ 1 3500 ・ 1 6000

トラ 3000 ・ 35000 ヤサ30 セキ l チ 500 チキ 1 ・ 300 ォ

ヤ 100 ・ 1 50 "2000 ・ 2500 ・ 3500

|ヅ 10 キ 1 ・ JOO ・ 500 ・ 5S0 ・ 600 ・ 620 ・ 700 ・ 800 . 900 ・
E 絞|

|950 ・ nsO ( 甲 1 ・ 1500

(i主) 1 'î!:.fi i 修絡を犯行したと きは。 ての級別1 ;1: 1 紋上位に引き上
げる。たどしボギー 有様車 ・ 有護緩急車 ・ 冷蔵111 ・ 豚 fttJ li . 
活魚車 ・ ポギ-*在益率 ・ 土足車(歯車転倒式) ・ ホヅパ lli (砂
利散布用 ) ・ 草:l;':革 ・ 雪かき司王 ・ 自J速性能を有する 2 軸貨1II
:および B 級Jコ 1-~J匹を除く。

2 L 冊i遠性 íie を釘する 2 ~功貨車1 と::t 2 段リンタ{まねつり装
ltt を有する ~Jドをいう.
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